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連合の19春闘最終平均回答 2.07%(5,997円)

三
本
の
矢
は
資
本
を
潤
し

搾
取
強
化
し
た

年
続
く
デ
フ
レ

７
・

％
の
賃
上
げ
必
要

20

16

留
保
に
占
め
る
割
合
の
２
・
46

％
に
過
ぎ
な
い
。
対
す
る
経
済

効
果
を
見
る
と
、
国
内
生
産
増

兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
８
・
８
兆
円
、

18税
収
入
１
・
３
兆
円
、
雇
用
は

１
１
１
万
人
も
増
え
る
。
こ
れ

だ
け
の
経
済
効
果
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
搾
取
に
よ
る
利
益

求
め
る
資
本
を
優
先
。
労
働
者

階
級
の
生
活
を
切
り
捨
て
る
。

人
手
不
足
は
、
劣
悪
な
労
働

条
件
と
低
賃
金
に
あ
る
。
資
本

は
、
大
学
生
の
就
活
に
絡
め
て

通
年
採
用
に
切
り
替
え
た
。
こ

れ
は
、
通
年
解
雇
に
繋
が
る
大

合
理
化
の
ス
テ
ッ
プ
だ
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
２
０
０
万

円
以
下
）
水
準
よ
り
低
い
。

日
本
の
デ
フ
レ
は

年
以
上

20

続
い
て
い
る
。
知
り
合
い
の
弁

護
士
が

年
前
を
振
り
返
っ

25

た
。
「

年
前
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

25

ン
ド
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。

当
時
の
時
給
は
１
０
５
０
円
。

今
も
１
０
５
０
円
。

年
過
ぎ

25

て
も
変
わ
ら
な
い
」
。
労
働
者

の
賃
金
は
上
が
ら
な
い
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
、
大
胆
な
金
融
政

策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
に
よ

り
、
株
価
の
高
騰
な
ど
で
大
企

業
、
富
裕
層
に
恵
み
を
与
え
た

選
挙
に
行
こ
う
・
棄
権
は
止
め
よ
う

安
倍
政
権
打
倒
！
投
票
率
を
上
げ
よ
う

参
院
選
公
示
の
前
日
（
７
月

３
日
）
新
宿
駅
西
口
で
「
選
挙

に
行
こ
う
」
街
頭
宣
伝
が
行
わ

れ
た
。
主
催
は
市
民
連
合
と
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
。
ユ
ニ
オ

ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン
タ
ー
も
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
員
と
し
て
、

街
宣
の
交
通
整
理
、
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
精
力
的
に
行
動
を
し
た
。

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
高
層

ビ
ル
街
（
写
真
）
を
背
景
に

菱
山
南
帆
子
さ
ん
の
司
会
で

街
宣
が
始
ま
っ
た
。
学
者
、

弁
護
士
、
市
民
ら
が
安
倍
政

権
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め

に
「
選
挙
に
行
こ
う
。
投
票

率
を
ア
ッ
プ
し
よ
う
！
と
訴

え
た
。
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
す
べ
て
配
り
終
え
た
。

し
か
し
、
３
本
目
の
矢

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

成
長
戦
略
」
は
何
ら
発
動

さ
れ
な
か
っ
た
。賃
上
げ
、

社
会
福
祉
へ
の
財
政
出
動

は
皆
無
だ
っ
た
。
投
資
さ

れ
た
税
金
は
資
本
の
懐
に

ス
ル
ー
し
た
だ
け
。

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か

ら
賃
金
の
下
降
が
始
ま
っ

て
い
る
。
安
倍
政
権
の
始

ま
っ
た

年
時
点
の
生
活

12

に
戻
す
に
は
、

春
闘
で

19

７
・

％
の
引
き
上
げ
が

16

必
要
に
な
る
。
そ
の
財
源

は

・

兆
円
で
、
内
部

18

77

通
常
国
会
の
末
期
に
野
党
は

安
倍
首
相
に
「
問
責
決
議
」
を

提
出
し
た
。
自
民
党
三
原
じ
ゅ

ん
子
議
員
が
放
送
作
家
の
台
本

を
読
み
上
げ
た
。
「
正
社
員
を

１
３
０
万
人
増
や
し
た
。
中
小

企
業
の
賃
金
を
最
高
水
準
に
引

き
上
げ
た
。
野
党
は
恥
を
知
れ
」

と
吠
え
た
。
無
知
だ
か
ら
言
い

切
っ
た
が
、
「
何
を
言
う
か
」

安
倍
政
権
で
２
６
０
万
人
も
の

非
正
規
を
増
や
し
た
。
Ｇ
７
で

賃
下
げ
が
続
く
の
は
日
本
だ

け
。
非
正
規
（
２
１
７
０
万
人
）

の
平
均
年
収
は
１
７
０
万
円
。

景気挫折



「
今
す
ぐ
１
５
０
０
円
の
最
低

賃
金
を
」
と
訴
え
て
い
る
。
最
低

賃
金
引
上
げ
を
参
議
院
選
の
争
点

に
絡
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
目

安
を
決
め
る
厚
生
労
働
省
の
中
央

最
低
賃
金
審
議
会
が
７
月
４
日
、

今
年
度
の
議
論
を
開
始
し
た
。
政

府
は
こ
れ
ま
で
「
年
率
３
％
程
度
」

と
水
準
を
示
し
て
き
た
が
、
今
年

度
の
方
針
に
は
具
体
的
な
上
げ
幅

を
明
記
し
て
い
な
い
。
「
よ
り
早

期
に
全
国
平
均
で
１
０
０
０
円
を

目
指
す
と
す
る
」
と
抽
象
的
だ
。

月
内
に
目
安
が
決
ま
り
、

月
に

10

働
き
方
改
革
関
連
法
が
昨
年

６
月
末
に
成
立
し
て
か
ら
１
年

が
過
ぎ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

改
革
推
進
の
要
の
役
割
を
果
た

す
労
働
者
代
表
制
度
が
周
知
さ

れ
ず
、
骨
抜
き
に
な
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
が
な
い
企
業
な
ど

で
、
社
員
ら
が
独
自
に
代
表
者

を
選
び
、
会
社
と
残
業
上
限
な

ど
の
協
定
締
結
や
協
議
を
行
う

制
度
。「
働
き
方
改
革
」
で
労
働

者
代
表
の
重
要
度
は
増
し
て
い

る
が
、
会
社
側
が
お
手
盛
り
で

選
ぶ
や
り
方
が
常
識
化
さ
れ

て
い
る
。

社
長
が
権
限
を
握
り
、
意

見
す
る
幹
部
社
員
を
怒
鳴
り

つ
け
る
。
管
理
職
ま
で
も
が

辞
め
て
し
ま
う
例
も
少
な
く

な
い
。
中
堅
社
員
が
し
わ
寄

せ
を
受
け
、
残
業
時
間
が
増

加
。
月
間

時
間
と
過
労
死

80

ラ
イ
ン
を
超
え
る
社
員
も
。

調
査
し
て
み
る
と
、
労
働
者

代
表
が
、
極
め
て
ず
さ
ん
な

方
法
で
選
ば
れ
て
い
る
。
労

働
者
代
表
は
、
現
場
の
社
員

労
働
者
を
守
る
労
働
者
代
表
制
度
が
骨
抜
き
に

会
社
の
お
手
盛
り
で
代
表
者
が
選
出
さ
れ
る

最
低
賃
金

過
去
３
年
の
引
き
上
げ
３
％

最
低
賃
金
審
議
会
の
議
論
始
ま
る

指
名
し
て
い
る
。
選
出
方
法

は
、
あ
ら
か
じ
め
用
紙
に
印

刷
し
て
あ
る
。
社
員
の
だ
れ

も
手
を
挙
げ
た
覚
え
も
な
い

の
に
会
社
が
仕
切
り
を
す
る
。

そ
ん
な
中
、
労
組
を
組
織
、

正
し
い
代
表
選
び
な
ど
を
求

め
会
社
と
話
し
合
い
を
始
め

る
と
こ
ろ
も
出
て
来
て
い
る
。

形
骸
化
は
多
く
の
企
業
の
共

通
の
問
題
だ
。

都
内
の
設
計
会
社
で
は
経

営
側
が
選
ん
だ
労
働
者
代
表

が
、
裁
量
労
働
制
導
入
を
認

め
て
い
た
。
女
性
社
員
が
過

労
で
適
応
障
害
を
発
症
。
昨

年
９
月
、
労
働
基
準
監
督
署

は
不
正
な
代
表
に
よ
る
裁
量

制
は
無
効
と
勧
告
し
た
。

中
小
企
業
が
集
ま
る
東
京

中
小
企
業
家
同
友
会
で
は
、

・
１
％
が
「
正
し
い
選
び

50方
を
知
ら
な
い
」
と
回
答
。

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

の

年
の
調
べ
で
は
少
な
く

17
と
も

・
６
％
が
、
「
会
社
に

27

よ
る
指
名
」
な
ど
不
正
な
手

法
で
選
ん
で
い
た
。

日
本
の
労
働
組
合
の
組
織

率
は

％
を
切
ろ
う
と
し
て

17

い
る
。
劣
悪
な
職
場
実
態
を

増
や
さ
な
い
た
め
の
も
、
運

動
に
携
わ
る
私
た
ち
が
出
向

い
て
、
労
働
組
合
を
組
織
す

る
オ
ル
グ
活
動
が
求
め
ら
れ

る
と
き
だ
。

改
定
が
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

中
小
企
業
を
中
心
に
企
業
側
は

防
衛
に
走
っ
て
い
る
。
賃
上
げ

が
加
速
す
る
か
ど
う
か
は
見
え

な
い
。

年
度
の
全
国
平
均
の

18

最
低
賃
金
は
、
前
年
度
比

円
26

増
の
時
給
８
７
４
円
に
な
っ
た
。

こ
こ
３
年
と
同
様
に
３
％
の
引

き
上
げ
が
続
け
ば
、

年
度
は

19

９
０
０
円
台
に
達
し
、

年
度

23

に
は
１
０
０
０
円
を
超
え
る
。

全
国
平
均
は
労
働
者
の
多
い
大

都
市
に
比
重
が
高
い
、
都
道
府

県
別
の
最
低
賃
金
を
見
る
と
18

年
度
は

道
県
が
全
国
平

40

均
を
下
回
る
水
準
だ
っ
た
。

最
高
は
東
京
の
９
８
６
円
、

最
低
は
鹿
児
島
の
７
６
１

円
と
、
２
０
０
円
以
上
の

格
差
が
あ
り
、
地
方
の
人

口
流
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
地
域
格
差
だ
け
で
な

く
、
水
準
自
体
が
低
い
と

批
判
が
あ
る
。
鹿
児
島
県

の
最
低
賃
金
で
月
１
７
０

時
間
働
い
て
も
、
月
収
は

万
円
に
届
か
な
い
。
全

13国
的
な
労
働
組
合
の
運
動

か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
た
。

が

投

票

や

挙

手

な

ど

で

選

ぶ

決

ま

り

。

４

月

か

ら
は
「
経

営

者

が

選

ん

で

は

い

け

な

い

」

と

法

律

に

明

記

さ
れ
た
。

だ
が
、

相

変

わ

ら

ず

人

事

部

が

出展、東京新聞




